
年金記録に係る紙台帳等とコンピュータ記録の突合せ作業概要

受付（紙台帳等を印字）の後、受託事業者が一次・二次審査を実施し、センターの機構職員が確認等を行う。

第１次審査 第２次審査

オペレータによる突合せ

スーパーバイザによる審査結果確認

オペレータＡ

紙台帳検索システム

＜1回目の審査＞

紙台帳

突合せ

オペレータＢ

紙台帳検索システム

＜2回目の審査＞
紙台帳

突合せ

スーパーバイザＸ
紙台帳検索システム

1回目と2回目の
差異の確認等

※1回目と2回目の差異等を確認する
※結果が｢一致｣「みなし一致」は職員確認へ
※結果が｢不一致｣は２次審査へ

不一致理由の有無を確認

スーパーバイザによる審査結果確認

オペレータＣ

紙台帳検索システム

理由有無
の確認

スーパーバイザＹ
紙台帳検索システム

理由有無の
妥当性確認

社保オンラインシステム

他制度加入記録の確認
訂正履歴の確認 等

※理由有無の妥当性を確認する
※理由が無かったものは｢補正要｣として職員確認へ
※理由が有ったものは｢補正不要｣として職員確認へ

受付業務

紙台帳等の印字

紙台帳検索システム

紙台帳

紙台帳

審査終了確認

機構職員

抜取検査・審査終了確認

＜第１次審査｢一致｣「みなし一致」＞

審査終了確認・本人確認

機構職員

•抜取検査、審査終了確認
•年金受給見込額試算
•本人確認のための通知の発出
•記録の訂正

受付担当者
連絡票
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審査対象者リストに沿って、紐付いた紙
台帳等を印字
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40.05.01

第1次審査イメージ

コンピュータ記録と紙台帳等の記載を照合し、記載内容について不一致がないかを確認するための作業。なお、記
載内容に形式的に不一致がある場合であっても、実質的に両記載が一致している場合等、あえて訂正を行う必要
がないものについては、みなし一致として第１次審査で終了。

紙台帳検索システム画面 紙台帳
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資格記録の審査画面

国民年金の例
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納付記録の審査画面

51501

【審査結果】
不一致
【理由】

納付月数がオンライン記録と紙台
帳で一致しないため。
⇒処理結果コード「7」を入力

40.06.01
45.10.01

16 

2

【審査結果】
不一致
【理由】

喪失日がオンライン記録と紙台帳で
一致しないため。
⇒処理結果コード「7」を入力

突合せ
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補正不要
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第2次審査イメージ

第１次審査で不一致とされた箇所について、オンライン記録の詳細や複数の紙台帳記録を総合的に参照し、当該
不一致に関し合理的な理由があるかどうかを確認するための作業。

紙台帳検索システム画面 紙台帳

社会保険オンラインシステム

オンライン記録と紙台帳の国
民年金の納付月数と資格喪
失日が不一致であった。

1次審査

1.厚生年金に加入していることが判明した。

2.制度上、厚生年金に加入した時点で国民年金の記録は
喪失することとなる。この結果、国年の資格喪失日の不
一致には理由があることが判明した。また、国年の資格
期間を基準とするため、納付月数に関しても、不一致に
は理由があることが判明した。

⇒オンライン記録は補正不要。

2次審査審査結果

不一致

理由

納付月数及び資格喪失日
がオンライン記録と紙台
帳で不一致のため。

審査

1次審査

補正不要
厚生年金加入期間との重
複を確認できたため。

2次審査

1

2
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適正な事業実施に向けて

誤り防止のための品質管理等

個人情報の保護
（情報漏えいの防止等）

・研修（担当事務に応じた１日～５日の
事業者内研修、理解度テストの実施等）

・ベリファイ方式（２名の担当による独立し
た審査）の採用

・抜取検査の実施
⇒誤りが発見された場合は全件見直し

・御本人の確認を経た上での記録補正

○機構における措置
・窓口装置の検索機能の制限
・窓口装置による記録閲覧状況の定期
的調査

○受託事業者における措置
・個人情報保護規程の策定及び遵守
（秘密の保持、書類の複製・持出禁止、
作業場所におけるセキュリティ管理、
教育・訓練の実施等）
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効率的な事業実施に向けて

① 年金記録業務の経験が乏しい者でも作業ができるよう、作業工程を細分化
⇒第１次審査では、被用者年金（厚生年金・船員保険）と国民年金とで区分
⇒第２次審査では、第１次審査の不一致理由に応じて、作業工程を区分
（被用者年金で４工程、国民年金で３工程）

突合せ事業の実施に当たっては、誤りなく作業を進めるとともに、能率よく作業を進めること（作業の効率性）が重
要であり、本事業では、以下の措置を実施。

② 第２次審査において、不一致に関し合理的な理由があるかどうかを判断する
に当たって、判明の確率が高い作業から順次実施
（例：国民年金の納付期間の不一致の場合）

※不一致理由が判明した場合には、その段階で作業は終了。

③ バーコード・システム導入による進捗管理

⇒受付・第１次審査・第２次審査・職員審査・通知発出等の作業ごとに、バー
コード入力を行い、絶えず進捗状況や作業効率を管理

最新記録の確認
（1手順）

他制度加入の有無の確認
（2手順）

訂正履歴・事跡等の確認
（8手順）
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第1次審査基準概要（厚生年金・船員保険）

厚生年金・船員保険の第1次審査概要は以下の通り。

記録年月日 標準報酬 種別

審査
内容

項目

取得・喪失等の記録年月日が一致
するか

標準報酬が一致するか 性別等被保険者種別が一致するか
※第３種被保険者（坑内員）、第４種被保険
者（任意継続被保険者）等

• 完全一致[1]

審
査
基
準

一
致

み
な
し
一
致
等

不
一
致

• 左記と同様 • 左記と同様

＜共通基準＞
• 厚生年金基金記録[0]
• 共済への移管記録[0]
• オンライン記録に対応する紙台帳に
記載なし[3]

• 紙台帳が判読不能[4]
• オンライン記録に対応する紙台帳
が紐付いていない[5]

＜記録年月日固有の基準＞
・記録年月日の内、日のみ不一致[2]
• 紙台帳等に法施行前の期間の記録
がある場合[2] 等

＜左記の共通基準のほか、以下の基
準等＞

• 昭和４４年１０月以前の標報について
1万円みなしの適用をうける場合 [2]

• オンライン記録が最低等級（又は最高
等級）の標報月額であり、紙台帳の標
報月額がその額を下回る（又は上回
る）場合[2]

• ドル表示紙台帳の円換算時一致[2]
等

＜左記の共通基準のほか、以下の基準
等＞

• オンライン記録では第4種被保険者と

記載されており、紙台帳では通常の被
保険者と記載されている場合[2]

等

• 記録年月日の不一致で、「みなし一
致」に該当しない場合

• 標準報酬の不一致で、「みなし一致」
に該当しない場合

• 種別の不一致で、「みなし一致」に該当
しない場合

※ [ ] 内の数字は、審査結果として入力するコードを指す。
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第1次審査概要（国民年金）

国民年金の第1次審査概要は以下の通り。

納付記録 付加記録 差額記録

審査
内容

審
査
基
準

一
致

み
な
し
一
致
等

不
一
致

項目

納付月数が一致するか。

紙台帳間に相違がある
場合、月数が最も多い紙
台帳を審査対象とする。

付加月数が一致するか。

紙台帳間に相違がある
場合、月数が最も多い紙
台帳を審査対象とする。

差額月数が一致するか。

紙台帳間に相違がある
場合、月数が最も多い紙
台帳を審査対象とする。

• 完全一致[1] • 左記と同様 • 左記と同様

＜共通基準＞

• オンライン記録に対応す
る紙台帳に記載なし[3]

• 紙台帳が判読不能[4]
• オンライン記録に対応す
る紙台帳が無いとき[5]

＜納付記録固有の基準＞

• 紙台帳の月数がオンライ
ン記録の月数よりも少な
い場合[2]

• 紙台帳の月数がオンライ
ン記録の月数よりも多い
場合[7]

＜左記の共通基準のほか、
以下の基準＞

• 紙台帳の月数がオンライ
ン記録の月数よりも少な
い場合[2]

• 左記と同様

＜左記の共通基準のほか、
以下の基準＞

• 紙台帳の月数がオンラ
イン記録の月数よりも多
い場合[2]

• 紙台帳の月数がオンラ
イン記録の月数よりも少
ない場合[7]

※ [ ] 内の数字は、審査結果として入力するコードを指す。

資格記録

資格取得日・その要因
（種別）が一致するか。

資格喪失日・その要因
（種別）が一致するか。

• 左記と同様

＜左記の共通基準のほか、
以下の基準＞

• 法施行前の時期の加入記録
があることによる不一致[2]

• 強制加入・任意加入の不一
致[2]

• １号加入・任意加入の不一
致[2]

等

• 紙台帳間での相違[7]
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第2次審査概要（厚生年金・船員保険）

厚生年金・船員保険の第2次審査概要は以下の通り。

実施
事項 最新記録の確認 制度上の理由での確認 訂正履歴・事跡の確認

審査
概要

ねんきん特別便等を契機とし
て、直近に記録が訂正されて
いる可能性があるため、最新
の厚生年金記録の確認をする。

不一致と判定された箇所で
あっても、制度上、不一致に理
由があり、補正不要と判断でき
るか確認する。

第1次審査で不一致と判定さ

れた箇所に対応する審査資料
の訂正履歴を参照し、事後的
に訂正が行われたために補正
不要と判断できるか確認する。

審査
内容

• 最新の年金記録の確認 • オンライン記録上の脱退手当
支給金の支給記録の確認

（脱退手当金の支給期間は、
年金額算定の基礎とならない
ため、オンライン上は加入期間
から除かれている。）

• オンライン記録上の共済への
移管記録の確認

（共済への移管期間は、オンラ
イン上は厚年加入期間から除
かれている。）

• 2か所以上の事業所に同時期

に加入しており、加入期間・標
報に喪失・合算といった補正処
理がなされているかの確認

等

• 不一致と判断された箇所に関
して訂正・取消処理がなされて
いるかの確認

• 記録訂正事跡確認システムの
確認

等
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第2次審査概要（国民年金）

国民年金の第2次審査概要は以下の通り。

実施
事項

審査
概要

他制度加入記録の確認 訂正履歴・事跡等の確認

他制度に加入した時点で国民
年金の記録は喪失するため、
他制度の加入記録を参照し、
補正不要と判断できるか確認
する。

第1次審査で不一致と判定さ

れた箇所に対応する訂正履歴
等を参照し、事後的に訂正が
行われたために補正不要と判
断できるか確認する。

審査
内容

• 厚生年金や船員保険等、他制
度の加入記録

等

• オンライン記録上の訂正履歴
の確認

• 記録訂正事跡確認システムの
確認

• オンライン記録上の還付記録
の確認

• 特殊台帳の記録の確認
• 第1次審査で突き合わせた紙

台帳が本人のものであるかの
確認

等

９

最新記録の確認

直近に記録が訂正されている
可能性があるため、最新の国
民年金記録の確認をする。

• 最新の年金記録の確認
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